
SkyOnDemandオンラインセミナー 

～第3回：基本編～ 

2014年7月15日(火） 

さわってみよう② 受注確定データをSalesforceからCSV出力 



ご質問や音声が途切れたなどござい
ましたら、 
こちらよりコメントください。 

音声や映像が遅延している 
場合は、こちらをクリックして 
ください。 

事前確認 



本日のテーマ 
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～第３回：基本編～ 

・ 検索条件の設定によるデータの抽出方法 
・ 複数オブジェクトからのデータ取得方法 
・ スケジュール登録による自動実行の設定方法 

本日のゴール 

さわってみよう② 
～受注確定データをSalesforceからCSV出力～ 

基幹システム 受注データ 



前回までのセミナー 
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毎月テーマに沿って開催しています。 
過去のセミナーの動画・資料は、下記URLよりご覧頂けます。 

http://www.terrasky.co.jp/document/skyondemand/  

http://www.terrasky.co.jp/document/skyondemand/
http://www.terrasky.co.jp/document/skyondemand/


本日のシナリオ 
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シナリオ：      
起動タイミング：  

基幹システム 受注確定データ 

・ 検索条件の設定 
・ 複数オブジェクトからのデータ取得 
・ スケジュール登録による自動実行 

Salesforceで受注が確定したデータをCSVに出力    
日次バッチで夜22時に毎日起動 

毎日22時に起動！ 



POINT① 検索条件の設定 
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Salesforceの商談データ 

複数商談の中から、本日受注した商談データのみをCSV出力する。 

★「完了予定日」＝本日日付 
★「フェーズ」＝受注 



POINT② 複数オブジェクトからデータを取得 
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商談オブジェクトの項目だけではなく、 
取引先オブジェクトの項目もあわせて取得する。 

取引先 

商談 

・取引先No 
・取引先名 

・商談名 
・金額 
・完了予定日 
・フェーズ 

取引先No, 
取引先名, 
商談名, 
金額, 
完了予定日, 
フェーズ 



POINT③ スケジュールトリガーの設定 
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スケジュールトリガー
起動 

毎日午後22時に
バッチ連携を実行 

毎日、業務終了後の22時にデータを抽出する。 

スケジュールトリガー 



作ってみよう！ 
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連携処理作成のステップ 
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グローバルリソースの設定 
 ・連携対象のセールスフォースの接続設定を行います。 
 ※設定方法は第2回オンラインセミナー資料をご覧ください。 

 

１ 

スクリプト作成 
 ・セールスフォースからの読み取り設定 
 ・CSVへの出力設定を行います。 

 

２ 

トリガー設定 
 ・スケジュールトリガーの設定を行います。 
 ※設定方法の詳細は第2回オンラインセミナー資料をご覧ください。 

３ 



連携処理作成のステップ 
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グローバルリソースの設定 
 ・連携対象のセールスフォースの接続設定を行います。 
 ※設定方法は第2回オンラインセミナー資料をご覧ください。 

 

１ 

スクリプト作成 
 ・セールスフォースからの読み取り設定 
 ・CSVへの出力設定を行います。 

 

２ 

トリガー設定 
 ・スケジュールトリガーの設定を行います。 
 ※設定方法の詳細は第2回オンラインセミナー資料をご覧ください。 

３ 
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1.グローバルリソースの設定 

新しいグルーバルリソースの追加＞リソースの種類の選択：「クラウド」＞SalesforceAPIを選択し、 
接続先SalesforceのID/PWを登録 
※既に登録済みの場合は必要ありません。 設定の詳細は、第2回オンラインセミナー資料P15.16をご確認ください。 

グローバルリソース
の設定完了！ 



連携処理作成のステップ 
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グローバルリソースの設定 
 ・連携対象のセールスフォースの接続設定を行います。 
 ※設定方法は第2回オンラインセミナー資料をご覧ください。 

 

１ 

スクリプト作成 
 ・セールスフォースからの読み取り設定 
 ・CSVへの出力設定を行います。 

 

２ 

トリガー設定 
 ・スケジュールトリガーの設定を行います。 
 ※設定方法の詳細は第2回オンラインセミナー資料をご覧ください。 

３ 
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①新しいプロジェクトとスクリプトを立ち上げます。 
画面上にデザイナ画面が表示されます。 
※プロジェクトとスクリプトの作成方法は、第2回オンラインセミナーの資料P18をご確認ください。 
 
 

2.連携処理の作成(1/13)  
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②Salesforceから受注確定データを抽出 
  ツールパレット＞クラウド＞Salesforce＞データ読み取り(子→親リレーション)処理アイコンを 
  キャンバスにドラッグ＆ドロップします。 
   
  

2.連携処理の作成(2/13)  
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②Salesforceから受注確定データを抽出 
  新規データの読み取りの設定画面が開きます。 
  ・【接続先】グローバルリソースで設定をした接続先を選択 
  ・【テーブル名】連携対象のオブジェクトとして、「Opportunity(商談)」を選択 
   ・スキーマの作成で、接続対象の項目を選択します。 
  

2.連携処理の作成(3/13)  

連携対象項目 
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②Salesforceから受注確定データを抽出 
  「SOQL(検索条件)」を設定します。   

2.連携処理の作成(4/13)  

完了予定日＝TODAY 
    AND 
 フェーズ＝受注 
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②Salesforceから受注確定データを抽出 
  Salesforceデータの読み取りは完了です。 

2.連携処理の作成(5/13)  
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③抽出した売上確定データをCSV出力 
 ツールパレット＞ファイル＞CSVファイルのき込み 
 
   

2.連携処理の作成(6/13)  
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③抽出した売上確定データをCSV出力 
 CSVファイル書き込みウィンドウが表示されます。ファイルの格納場所、ファイル名を指定します。 

   

2.連携処理の作成(7/13)  

① 

② 

③ 

②出力したファイルの格納場所を 
 「/data/webdav/Seminor」と指定します。 
③ファイル名を「New_order.csv」と指定します。 
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③抽出した売上確定データをCSV出力 
 CSVファイルの列名を指定します。 「ファイルの一行目からファイルの列名を読み取り」リンクを押下し、  
 「/data/webdav/Seminor/Order_header.csv」を選択します。 

2.連携処理の作成(8/13)  

あらかじめ列名のみのCSVファイルを用意することで、
列一覧を自動設定することができます。列が多い場
合、列一覧を自動設定することをお勧めします。 
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③抽出した売上確定データをCSV出力 
  列名が指定されたことを確認します。  
 「書き込み設定」タブに移動し、「1行目に列名を挿入」チェックボックスにチェックを入れます。  

2.連携処理の作成(9/13)  
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③抽出した売上確定データをCSV出力 
 CSVファイルの書き込みは完了です。   

2.連携処理の作成(10/13)  



④マッピングの設定 
 Salesforceの「データ読み取り」アイコンから「CSV書き込み」アイコンへ、ドラッグ＆ドロップすると、フローを引く画面が表示 
 されます。 
 今回は、「プロセスフローとデータフローを引く」を選択し、「マッピングを追加する」にチェックを入れます。 
   

2.連携処理の作成(11/13)  
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Mapperとはデータ変換を行う際に使用する機能です。 
演算、文字の加工、条件抽出、コード変換、マージなどか可能です。 
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④マッピングの設定 
 MapperアイコンをダブルクリックしてMapperエディタを開きます。 
 入力データの項目から、出力データの項目へ、標準で上から順番に線が引かれています。 
 線を引き直す場合は、「DELETE」ボタンもしくは右クリックで線の削除が可能です。 

2.連携処理の作成(12/13)  

今回はデータ加工は行わず、項目間のマッピングのみを行います。 
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⑤仕上げ 
 「Start」→「データ読み取り」→「mapping」→「CSV書き込み」の順でプロセスフローを引きます。 
これでスクリプトは完成です。 

2.連携処理の作成(13/13)  

処理が正しく完成しているか、スタジオ左上のツールバーよりデバック実行してみましょう。 



連携処理作成のステップ 
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グローバルリソースの設定 
 ・連携対象のセールスフォースの接続設定を行います。 
 ※設定方法は第2回オンラインセミナー資料をご覧ください。 

 

１ 

スクリプト作成 
 ・セールスフォースからの読み取り設定 
 ・CSVへの出力設定を行います。 

 

２ 

トリガー設定 
 ・スケジュールトリガーの設定を行います。 
 ※設定方法の詳細は第2回オンラインセミナー資料をご覧ください。 

３ 
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①サービス登録 
作成したスクリプトを自動で起動する設定を行うには、サービス登録とトリガー設定が必要になります。 
  サービス登録は、ファイル＞プロジェクトをサービスとして登録を選択します。 
 
  

３.トリガー設定(1/4) 
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②トリガーの設定 
登録したサービスを「スケジュールトリガー」に設定します。 
WebStudioのメニューバーより、マイトリガー＞新しいスケジュールトリガーを作成する を選択します。 
 
  

３.トリガー設定(2/4) 
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②トリガーの設定 
新規スケジュールトリガーを設定するウィザードが開きます。「毎日22時」に連携処理が動くよう、設定を行います。 
  

３.トリガー設定(3/4) 
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②トリガーの設定 
先ほど設定したサービスを選択し、  
最後にトリガーを「有効」な状態で登録をしたら、トリガーの設定は完了です。 

 
 
  

３.トリガー設定(4/4) 

以上でスクリプトの設定方法は完了です！ 



今日のまとめ 
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本日のゴール 

・ 検索条件の設定によるデータの抽出方法 
・ 複数オブジェクトからのデータ取得方法 
・ スケジュール登録による自動実行の設定方法 



次回のオンラインセミナー 
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～第４回：基本編～ 

日時 ： ８月 21 日(木）  16:30～17:00 
http://www.terrasky.co.jp/event/2014/0821-002.php 
 

さわってみよう③ 
～Excelの見積書を作成してみよう その１～ 

http://www.terrasky.co.jp/event/2014/0821-002.php
http://www.terrasky.co.jp/event/2014/0821-002.php
http://www.terrasky.co.jp/event/2014/0821-002.php
http://www.terrasky.co.jp/event/2014/0821-002.php
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ご清聴ありがとうございました 
アンケートにご協力ください。 


